
第 回世論・選挙調査研究大会
大会テーマ

「ポスト 時代と選挙報道」

日時：2023年9月8日(金) 13:30～17:00 (13時受付開始）

会場：埼玉大学 大学会館3階大集会室（ローソンのある棟）

参加費：無料
参加方法：会場（埼玉大学）またはオンライン(Zoom)

主催：埼玉大学社会調査研究センター

開会のスピーチ 坂井 貴文（埼玉大学学長）

第一部〔報 告〕

１．「インターネット調査による地方選挙情勢調査の可能性」

江口 達也（朝日新聞社世論調査部）

２．「 年参議院選挙におけるインターネット調査と予測手法の検討」

福田 昌史（読売新聞東京本社世論調査部）

３．「統一地方選・衆参５補選で進化したｄサーベイ」

平田 崇浩（社会調査研究センター調査研究部）

休 憩

第二部 〔討 論〕

「選挙報道のゆくえ」

討論者： 杉田 淳 （ 報道局選挙プロジェクト副部長）

堀江 浩 （元朝日新聞編集委員）

司会者： 松本 正生 （埼玉大学名誉教授）

閉会のスピーチ

講評をかねて 前田 浩智（毎日新聞社主筆）
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インターネット調査による地方選挙情勢調査の可能性 
 The Potential of Online Surveys in Local Elections 

  江口 達也 

  Tatsuya Eguchi 

〈要旨〉 

朝日新聞社は2023年4月の統一地方選挙で実施された選挙のうち 5つの知事・市長選挙について、調査

会社が持つアクセスパネル（登録モニター）を対象にしたインターネット調査を実施した。ネット調査で

得られた各候補の調査支持率はＲＤＤ調査のものよりも選挙結果に近かった。ネット調査においては、日

本維新の会の支持率が高めに出る傾向があるため、予測にあたっては何らかの対策が必要となる。また、

ネット調査においても、現職候補の支持率が高めに出る傾向も確認された。引き続き、実験調査を重ねて

ネット調査の特徴を把握していく必要がある。 

The Asahi Shimbun conducted an online survey of the access panels (registered monitors) owned by a 
research firm for five of the gubernatorial and mayoral elections held in the April 2023 local elections. 
The survey support rate for each candidate obtained in the online survey was closer to the election 
results than those in the RDD survey. In the online surveys, support rate for the Japan Restoration 
Association tends to be higher than actual support rate, so some countermeasures are needed in 
forecasting. The online survey also showed a tendency for the incumbent candidate's support rate to be 
higher. More experimental surveys need to be conducted to better understand the characteristics of the 
online surveys. 

１. はじめに

２. 調査設計

３. 男女別、年代別構成比の比較

４．選挙関心度の比較

５．政党支持率の比較

６．名挙げ率の比較

７．調査支持率の比較

８．維新バイアスについて

９．現職バイアスについて

10．今後の課題
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開会あいさつ 

本日は世論・選挙調査研究大会にご参加いただき誠にありがとうございます。 

ご案内の通り、社会調査研究センターは、2009年4月に本学において社会調査士、

専門社会調査士の養成を行うとともに、自治体や企業からの依頼に応じ社会調査や

世論調査を行うことを目的に設立されました。2020年には、本センターのセンター

長である松本先生が積み重ねてきたノウハウを活かし、社会調査の設計から実施ま

でのコンサルティングに応じることを目的とした、本学発のベンチャー企業として

株式会社社会調査研究センターが発足しています。 

毎年開催してきました「世論・選挙調査研究大会」は、本年で 13回を数えることとなり、毎回、新しい

調査方法に関する発表が行われ、調査関係者のみなさまから大きな注目を頂戴してまいりました。今回は

「ポストＲＤＤ時代と選挙報道」というタイトルで、コロナ禍が終息したことを受けて、久しぶりに対面

方式を復活させ、オンラインでも同時配信を行うと聴いております。どうぞ活発なご議論をしていただけ

ればと存じます。 

 さて、誠に残念ではありますが、長年続けてまいりました本研究大会も、この13回をもちまして終了と

いうことになります。これまで、全国各地から参加し続けてくださったみなさまに、あらためて感謝申し

上げる次第です。加えて、多忙な業務を抱えているにもかかわらず、準備をいとわずに、ご報告を寄せて

くださった多くの報道機関ならびに調査会社の皆様方に対して、心からの感謝を申し述べたいと存じます。 

なお、株式会社社会調査研究センターは、引き続き本学を所在地として、調査業界における不可欠な存

在を目指してまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げまして私からの挨拶とさせて頂きます。 

重ねまして、本日のご参加に感謝申し上げます。 

埼玉大学 学長

 坂井 貴文 
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